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自己紹介
• 2012年 千葉大学大学院工学研究科 博士後期課程 早期修了 博士(工学)取得
• 2012-16年 千葉大学医学部附属病院 客員研究員 → 助教
• 2017-22年 東京大学医学部附属病院 企画情報運営部 助教→特任講師（病院）
• 2023年- 現職

千葉大学医学部附属病院 病院長企画室 特任講師 / 企画情報部 副部長
主務：病院情報システムの運用管理、医療情報学関連の開発・研究

• バックグラウンドは工学（電気・電子系）
• 専門分野：医療情報，医療政策，地理情報（GIS）
• 上級医療情報技師
• 日本医療情報学会 理事、日本Ｍテクノロジー学会 理事、

保健医療福祉安全管理適合性評価協会 理事、
SDMコンソーシアム 理事

• 国立大学病院災害時医療情報遠隔バックアップ事業（Geminiプロジェクト）主担当
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医療DX推進の状況

全国で医療情報を共有
する仕組み「電子カルテ
情報共有サービス」

• オンライン資格確認の
原則義務化

• 保険証の原則廃止

電子カルテ情報の
標準化を普及「標準型
電子カルテの開発」

出典：医療DX推進本部（第1回）（厚生労働省）（2023年7月1日確認）https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/iryou_dx_suishin/dai1/gijisidai.html

診療報酬改定における
負担の最小化を目指す

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/iryou_dx_suishin/dai1/gijisidai.html
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医療DX推進体制整備加算の算定要件と施設基準

（４）電子処方箋に対応すること（令和7年3月末までは経過措置）
（５）電子カルテ情報共有サービスに対応すること（令和7年9月末までは経過措置）
（６）マイナ保険証の利用実績を示すこと（令和6年10月1日から適用）
（８）Webサイトにマイナ保険証の利用促進に関する掲示をすること

医療DX、本気で進めなきゃ
いけないんだ…！
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電子カルテ情報共有サービスとは

出典：第22回健康・医療・介護情報利活用検討会医療等情報利活用ワーキンググループ資料について（厚生労働省）（2024年6月20日確認）https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_40268.html

 電子カルテ情報管理サービスとは
「３文書６情報」を電子的に
交換する仕組み

３文書：診療情報提供書
退院時サマリー
健診結果報告書

６情報：傷病名、アレルギー、
薬剤禁忌、感染症、
検査結果、処方

 全国の医療機関等が参加すること
で、紹介/逆紹介時の情報連携を
よりスムーズに

 患者自身もマイナポータルを通じ
て６情報の一部を「患者サマ
リー」として確認できる

 HL7 FHIR形式でのデータ交換を
前提としている

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_40268.html
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電子カルテ共有サービスで実現されること
紹介元医療機関

診療情報提供書を作成

紹介先医療機関

 事務職員が案内

電子的に送信

印刷・封入・郵送等の
事務コスト減

統一フォーマットで
必要十分な情報を取得

患者の受診前から閲覧可

患者の同意があれば他施設の
の検査や処方歴なども閲覧可

開封やスキャン、
紙媒体の保管不要

事務職員が受付 診察に活用！

誤手交による
インシデント減

紹介状の持参忘れがなくなり
受診予約も無駄にならない

実際に共有される情報とその活用方法・・・オンライン資格確認と同じネットワークでセキュアに送受信が可能です。

３文書
 「診療情報提供書」「退院時サマリー」「健康診断結果報告書」の３つ。
 退院時サマリーは診療情報提供書に添付する形で送信されます。
 健診結果は、①特定健診、②後期高齢者健診、③事業者健診、④学校職員健診、⑤任意健診（人間ドック等）
⇒ 送信元医療機関で同意取得が行われるため、患者が紹介先を受診する前に閲覧することが可能です。

６情報
 「傷病名、アレルギー、感染症、薬剤禁忌、検査、処方（文書抽出情報のみ）」の６つ。
 マイナ保険証によるオンライン資格確認時に患者同意を取得し、原則として24時間に限り閲覧可能となります。
⇒ 紹介元医療機関以外の情報など、紹介状だけでは不足する情報がある場合に補完することができます。
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電子カルテ共有サービスで実現されること
事務コストの削減
診療情報提供書の印刷・郵送・スキャン・原本保管などの事務的負担が減る
情報確認等による紹介元医療機関への問い合わせを減らせる ⇒ 紹介/逆紹介の効率化

診療に役立つ情報取得
診療情報提供書を患者の受診前から確認可能
６情報（傷病名、アレルギー、感染症、薬剤禁忌、検査、処方）を閲覧できる

患者サービスの向上
患者さんが紹介状の原本を持参する必要がなくなる（紹介状忘れや取り違えの防止）
マイナポータルを通じて患者自身が情報を閲覧できる（患者サマリー）
 オンライン資格確認や電子処方箋などの情報と組み合わせることで、どこの医療機関を

受診しても病歴や処方歴を参考にした診察を受けられる

BCPとしての役割
救急や災害時にオンライン資格確認等システムを通じて情報閲覧が可能
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標準規格準拠の電子カルテ＝HL7 FHIRに対応せよ

出典：標準規格準拠の電子カルテ導入の推進策（厚生労働省）（2023年7月1日確認）https://www.mhlw.go.jp/content/10808000/000877227.pdf

2文書6情報については、「電子カル
テからFHIR形式でデータ入出力がで
きること、データ送受信（FHIR REST 
APIへの対応）ができること」が求
められている！

電子カルテはHL7 FHIRへの対応を
標準機能として実装すること。

https://www.mhlw.go.jp/content/10808000/000877227.pdf
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医療情報の国際標準規格「HL7 FHIR」とは？
• 米国HL7（Health Level 7）協会が策定している、コンピュータ
間で医療情報のデータ連携方法を取り決めた国際規格

• データ構造（フォーマット）に関するルールを定めている
• 国際的に現在も4種類（4世代）の規格が普及している

HL7 ver.2

XXX|abc|1.5|20220401

オーダや数値検査結果等
を構造化したもの

HL7 ver.3

<abc>
<def/>
</abc>

医療情報をモデル化し、
多目的な利用を可能に

（テキストデータ）
（XML形式）

HL7 CDA

<CDA>

ver.3の進化版。
医療文書を表現。

（XML形式）

HL7 FHIR

http://...
{ “aa” : “bb”} 

初めてWebを前提とした
通信方式を採用

（REST通信
+ JSON形式）

HS012 臨床検査データ交換規約
HS016 放射線データ交換規約
HS022 処方データ交換規約
HS026 SS-MIX標準化ストレージ

準拠

HS007 患者診療情報提供書／電子診療デー
タ提供書

HS008 診療情報提供書（電子紹介状）
HS032 HL7 CDAに基づく退院時サマリー規約

準拠

1987年～ 1996年～ 2005年～ 2012年～

HS036 処方情報HL7 FHIR記述仕様
HS037 健康診断結果報告書HL7 FHIR記述仕様
HS038 診療情報提供書HL7 FHIR記述仕様
HS039 退院時サマリーHL7 FHIR記述仕様

準拠
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日本版FHIR実装ガイド「JP Core」の進捗状況
• FHIRは実装性を主眼にして開発さ
れた規格である

• FHIRは80%のシステムが使用するであ
ろう項目を標準で収載（80%ルール）

• 逆に残りは自由に実装できる

• 各国が自国の制度に合ったFHIRの
標準仕様を策定している

• それぞれの仕様を説明するために
「実装ガイド」を策定している

• 日本もJP Coreを策定中で、
2021年末にDraft Ver.1が公開された

• 現在は、2023年11月11日に公開され
たVer1.1.2が最新版
（まもなくVer1.2.0が正式リリース予定）

https://jpfhir.jp/fhir/core/index.html

https://jpfhir.jp/fhir/core/index.html
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医療関連文書FHIR記述仕様が厚生労働省標準に
• 令和２年度厚生労働科学特別研究事
業の研究班により作成

• 個別ユースケースごとにJP-CORE
を継承したプロファイルや実装ガイ
ドが作成されることが見込まれる

http://helics.umin.ac.jp/helicsStdList.html

今後、ユースケースレベルのFHIRプロ
ファイルが多く登場すると考えられる

http://helics.umin.ac.jp/helicsStdList.html
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電子カルテ情報共有サービス向け実装ガイド「JP-CLINS」

• 電子カルテ情報共有サービス
専用に作成された実装ガイド

• ２文書５情報＋患者サマリー
• 処方情報は電子処方箋管理

サービスの情報と重複するた
め、対象外

• 健診結果報告書は、従来の
XML＋PDF帳票を利用するた
め、対象外

• サービスで利用されるマスタ
類に対応するCodeSystem
等も収載されている

電子カルテ情報共有サービス2文書５情報+患者サマリー FHIR実装ガイド JP-CLINS v1.10.0（2025年6月25日確認） https://jpfhir.jp/fhir/clins/igv1/index.html

https://jpfhir.jp/fhir/clins/igv1/index.html
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電子カルテ情報共有サービスモデル事業の実施について

•令和6年度診療報酬改定にて、診療録管理体制加算の増額・
医療DX推進体制整備加算の新設が公表されました。
今後「オンライン資格確認等システム（マイナ保険証）」「電子処方箋」
「電子カルテ情報共有サービス」の利用や、サイバーセキュリティ対策を
前提とした報酬体系に移行していくことが想定されます。

•千葉大学病院では、厚生労働省より要請を受け、「電子カルテ
情報共有サービス」のモデル事業を実施することになりました。
医療DXにより、診療情報の交換を電子的に行う仕組みです。
医師の働き方改革にも関連し、この変革をチャンスと捉え、コメディカルや
事務職員の働き方改革、患者サービスの向上に繋げたい考えです。
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モデル事業は全国９か所で実施
• 2024年4月の本格稼働より前にサービスを先行導入し、運用課題の整理
や好事例の収集などを行い、サービスの全国展開に協力する枠組み

出典：第24回健康・医療・介護情報利活用検討会医療等情報利活用ワーキンググループ資料について（厚生労働省）（2025年6月25日確認）https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_53554.html

• 当初2025年1月開始予定で
あったが、2025年3月時点
で共有開始している医療機関
は、愛知県内にとどまる

• 各地域で準備が整い次第開始
することとなっている

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_53554.html
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なぜモデル事業の実施が遅れているのか
1. 電子カルテベンダの開発遅れ
電子カルテ情報共有サービス技術解説書のFixの遅れにより、電子カルテベン
ダの機能提供時期がどんどん後ろ倒しになっている

2. 電子カルテの改修費用の増大
現在の補助金構造では、診療情報提供書を別システムで作成している病院に
おいて改修費用をカバーできない可能性があること

3. 上記に起因する、参画病院への導入時期の遅れ
紹介先の医療機関が電子カルテ情報共有サービスを導入しない限り、診療情
報提供書の送信ができない

千葉地域では、参画医療機関に全て有志で意思表示いただいており、一意に導入することは不可能。
「モデル事業の開始」をどのように判断していくのか。
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当院の導入スケジュール
2025年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

設計 構築 テスト 稼働準備

★1次稼働

FINDEX連携機能（退院サマリ）開発

◆出荷

★2次稼働

基本機能開発
FINDEX連携機能（処方/マスタ/保険情報）開発

◆出荷

設計 構築 テスト 稼働準備

退院サマリ（V4.2）下方展開資源作成

◆出荷
資源適用（1次稼働~2次稼働の間）

1次稼働の6月末への変更をご相談させてください。
※厚労省の仕様FIXの遅延にともない、富士通側の

資源FIXが5月末の予定となっております。
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参考）共有サービス上で取り扱う標準マスタについて
情報 標準マスタファイル 標準マスタコード ダミーコード 設定

傷病
名

傷病名 標準病名履歴マスタ 病名管理番号 ダミーコード可
99999999(8桁)

電子カルテにて設定済

修飾語 修飾語マスタ 修飾語管理番号 電子カルテにて設定済

薬剤アレルギー等

薬剤アレルギー用コードマスタ YCM+YJコード ダミーコード可
D9M000000000

電子カルテにて設定済

剤形・規格・銘柄不明コードマスタ 剤形・規格・銘柄不
明コード

ダミーコード可
D9M000000000

新規設定が必要
ツール準備中（5月末）

その他ア
レルギー

等

食品 J-FAGYアレルゲンコードマスタ JFAGY食品コード ダミーコード可
D9F000000000

新規設定が必要
マスタメンテツール有

その他 JFAGY非食品・非医薬品
コード

ダミーコード可
D9N000000000

新規設定が必要
マスタメンテツール有

感染症、検査
(救急・生活習慣病)

電子カルテ情報共有サービス対応 JLAC 
コード表(共有項目JLACコードマスタ)

JLAC10コード ダミーコード可(17桁)
99999999999999999

新規設定が必要
マスタメンテツール有JLAC11コード

処方
医薬品 個別医薬品コード(YJ コード)リスト YJコード ダミーコード不可 電子カルテにて設定済

用法 電子処方箋管理サービスの処方箋情報等
を記録するための用法マスタ(用法マスタ)

厚生労働省電子処
方箋用法コード

ダミーコード可
0X0XXXXXXXXX0000

電子カルテにて設定済

大学病院では比較的標準コード類を導入済みだが、特にJLACコードなどへの対応はハードルがある。
また、アレルギーなどでは、全ての項目の粒度が電子カルテと揃っているわけではないため調整が必要。



Copyright © 2024 Dept. of Medical Information and Management, Chiba University Hospital. 18

参考）臨床検査項目コードについて

電子カルテと、共有サービスの仕様とで、検体検査の結果単位コードが異なる場合、変更もしくは変換が
必要となる。引き続き検討中 ⇒ 技術解説書v1.3.0では変換が求められる仕様に変更された。

①技術解説書v1.2.0の仕様において、
 検体検査結果の単位が一意に固定されたこと

② JLAC11に対応すること
（ダミーコード可）
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電子カルテの改修費用の増大の要因

紹介先医療機関
紹介状を別システムで作成している場合

電子カルテシステム

紹介状システム

利用者連携 紹介状FHIRデータ
（電子署名任意）

オン資端末
or サーバ

電子カルテ
情報共有
サービス

オンライン
資格確認等
システム

紹介先医療機関

紹介状を電子カルテで作成している場合

電子カルテシステム
オン資端末
or サーバ

電子カルテ
情報共有
サービス

オンライン
資格確認等
システム

紹介状を別システムで作成してい
る場合やカスタマイズがある場合、
改修範囲・金額が膨らむ可能性が
あります。

ココが根を上げる
と打つ手なし？



Copyright © 2024 Dept. of Medical Information and Management, Chiba University Hospital. 20

電子カルテの改修費用の増大の要因

紹介先医療機関
サードパーティ製品（ミドルウエア）を導入し対応する場合

電子カルテシステム

紹介状システム 紹介状

オン資端末
or サーバ

電子カルテ
情報共有
サービス

オンライン
資格確認等
システム

ミドルウエア
（FHIRデータ

生成）

退院時サマリ
＆６情報

部門側（紹介状システム）との連携/役割分担ができない場合は、
サードパーティ製品に集約し送信する運用も考えられる。

今後医療機関への普及を進めるにあたり、各病院がどのような選択を取り得るのかについて、支援する
必要があるのではないか。（標準型電子カルテの導入も含む）
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今後の全国医療情報プラットフォームのゆくえ

•電子カルテ情報共有サービスの活用が検討されている

今後、電子カルテだけでなく部門システムベンダでも、
HL7 FHIRに対応できることが求められていくのでは
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Take Home Messages
1.医療DX推進の目玉であるオンライン資格確認、全国医療情
報プラットフォームの創設など医療情報交換に関する実装
において、HL7 FHIRは主役となりつつある！

2.電子カルテ情報共有サービスのモデル事業においても、
FHIRデータの生成、バリデーションチェック等に苦戦して
いるところも多いようだ（技術面・運用面双方）

3.今後2文書6情報以外の情報も電子カルテ情報共有サービス
を活用した共有が検討されていることを考慮すると、FHIR
への対応はベンダの大小に依らず必須になるのではないか。

FHIRってなぁに？は
もう許されませんよ



Copyright © 2024 Dept. of Medical Information and Management, Chiba University Hospital. 23

ご清聴ありがとうございました

本資料に関するお問い合わせ
千葉大学医学部附属病院 企画情報部
土井 俊祐
s.doi@chiba-u.jp

あとで慌てないよう、
医療DXのご準備を！

mailto:s.doi@chiba-u.jp
mailto:s.doi@chiba-u.jp
mailto:s.doi@chiba-u.jp
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